
JAIF地域ネットワーク第１５回意見交換会が開催されました 

 10月26日(水)青森県六ヶ所村･ろっかぽっかにおいて、今年度3回目となる｢意見交換会｣を開催しまし

た。前半、ショートスピーチとして、六ヶ所村商工会 種市治雄副会長より｢資源を活かした共生等につい

て、安全・安心確保に向けた取組み｣をテーマに、また日本原燃㈱地域業務本部 広報部総括グループ藤野

優子副長からは｢地元に根付いた企業に勤務し、女性ならではの視点を生かして行っている広報活動につ

いて｣それぞれご講演いただきました。 

 後半はグループに分かれ、｢原子力関連施設との共存共益(栄)のためにすべきこと｣をテーマにワーク

ショップ形式で意見交換を行いました。 

 原子力発電所立地地域では、原子力発電所の存在が大きい。その資源を利用して、町を活性化していく

ことが重要。原子力の理解なくして、地域の共存共生はあり得ないのではないか。事業者と地域が共生す

るうえでは人間性が重要だ、人となりを見て信用し、熱心さが伝わることによって信頼する。次世代教育

が重要。など活発な討議が行われました。  

 翌27日は日本原燃㈱原子燃料サイクル施設、東北電力㈱東通原子力発電所の見学を行いました。日本原

燃では、酒井副社長のご案内で、PR館・再処理工場中央制御室・使用済燃料受入貯蔵施設・高レベル放射

性廃棄物貯蔵管理センター等を見学。同貯蔵管理センターでは、ちょうど英国から返還されたガラス固化

体が収納されたキャスク(5体) を実際に見ることができ、貴重な体験ができました。東北電力㈱東通原子

力発電所では、地震・津波対策、電源の確保、冷却機能の確保等安全対策、敷地内断層に関する調査現場

をご案内いただきました。特に敷地内断層については、トレンチ調査を行っている現場で、地質や断層を

直接見せていただく機会に恵まれました。最終日には、東北エリアでは最大出力の超高圧変電所である東

北電力㈱上北変電所を見学し、全工程を終了しました。 
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説明に熱心に耳を 
傾けているメンバー 
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メンバー紹介 

｢上関町青壮年連絡協議会｣主催勉強会概要 

メ ン バ ー の 活 動 ご 紹 介 

         

お耳を拝借・・・食の境界線 

 “ぜんざい” VS “おしるこ” 
 

関東では汁気があれば「おしるこ」とひとくくりにし、

汁気がないあんを餅や白玉に添えると「ぜんざい」に

なる。関西では粒あんで汁気があるものが「ぜんざ

い」で、こしあんで汁気があるものが「おしるこ」。

汁気のないあんと餅は「亀山」などと呼んで区別して

いる。 

そもそも、ぜんざい・おしるこの語源は何なのか。お

しるこは「お汁粉」と表記することから、見た感じで

ネーミングしたと想像できる。ぜんざいの語源は「神

在（じんざい）餅」という。出雲地方では旧暦10月に

全国から神が集まるという神在祭（かみありさい）が

あり、振る舞われたのが神在餅だった。「じんざい」

が出雲弁でなまり「ぜんざい」となって京都に伝わっ

たというのだ。 

ところ変われば、大きく変わるぜんざい。その土地の

人々が「よきかな」と思う味に進化していったのかも

しれない。 
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｢上関町青壮年連絡協議会｣
山口県上関町  会長：藤井快宏 
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鵜飼氏の講演を楽しく聴講 
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